
平成２９年度 八代市立博物館未来の森ミュージアム 活動記録 

 

◆特別展覧会活動（特別展示室・第２常設展示室） 

（１）春季特別展覧会「円山応挙―京都相国寺と金閣・銀閣の名宝展ふたたび―」 

会 期 平成 29年 4月 21日（金）～6月 4日（日） 開館日数 39日間 

入館者 14,355名  

（２）夏季特別展覧会「探してみよう！やつしろの宝もの～指定文化財大集合～」 

会 期 平成 29年 7月 14日(金)～8月 27日(日)  開催日数 39日間 

入館者 2,025名 

（３）秋季特別展覧会「八代妙見祭ユネスコ無形文化遺産登録記念 大笠鉾展」 

会 期 平成 29年 10月 20日(金)～11月 26日(日) 開催日数 33日間 

入館者 2,858名 

（４）冬季特別展覧会「福よ来い―吉祥文様の世界―」 

会 期 平成 30年 2月 9日（金）～3月 18日（月・祝） 開催日数 33日間 

入館者 2,212名 

 

◆常設展示活動（第１常設展示室・第２常設展示室） 

第１常設展示室（各コーナーを 2～5期に分け展示替） 

 考古（弥生時代の八代、文字の世界～古代の八代～、祈りのカタチ～古代の信仰～）／八代城

（瓦からわかる麦島城・八代城）／妙見祭（妙見祭の飾馬、妙見祭の亀蛇、妙見祭獅子組のヒ

ミツ）／古文書を読む（釈迦院の古文書、悲劇の武将 尾藤金左衛門、花押から見た戦国武将 

秀吉・清正・家康・興長、古文書が語る加藤正方、西山宗因の世界）／信仰のかたち（薬師如

来の信仰、極楽浄土へのいざない）／くまもとの金工（肥後鐔鑑賞入門、八代の金工師 釘谷

洞石の世界）／八代焼（象嵌の技法、茶の器、在銘の八代焼、飲食の器）／和紙（さまざまな

和紙の用途、和紙いろいろ、和紙作りの道具、千代紙）／むかしの道具／米作りの道具～お米

はどうやってできるの？／写真家・麦島勝の世界（八代の風物―春－、八代の風物―夏―、八

代の風物―秋―、八代の風物―冬―） 

第２常設展示室（松井文庫所蔵品常設展示） 

・能面・能装束          6月 6日（火）～7月 9日（日） 

・描かれた妖怪たち    8月 29日（火）～10月 15日（日） 

・屏風絵の世界          11月 28日（火）～12月 24日（日） 

・松井家の江戸参府        12月 26日（火）～2月 4日（日） 

 

◆企画展示活動（第２常設展示室） 

  ・「近年の寄贈・寄託品による新収蔵品展」  平成 29年 3月 14日（火）～4月 16日（日）  

  ・「江上龍介作品展」            平成 30年 3月 20日（火）～4月 15日（日）  

 

 



◆講座・講演会活動 

日 時 内 容 講 師 参加者 

4月 23日(日) 
春季展講演会「円山応挙の世界～展覧会鑑

賞のツボ～」 

鳥津亮二（本館学芸

係長） 
130 人 

5月 20日（土） 
博物館友の会講演会「中世の古麓はどんな

街？」（友の会主催） 

青木勝士氏（熊本県

立図書館学芸参事） 
94 人 

7月 22日(土) 
夏季展講演会「指定文化財大集合～八代の

文化財と文化財保護の取り組み～」 

山﨑摂（本館上席学

芸員） 
40 人 

7月 29日(土) 
子ども体験講座「博物館で自由研究～探し

てみよう！やつしろの宝もの～」 

山﨑摂（本館上席学

芸員） 
35 人 

8月 5日(土) 
子ども体験講座「宝ものを作ろう！～古代

の鏡・お金づくり～」 
本館学芸員 18 人 

8月 6日(土) 
体験講座「弥生人に挑戦！古代のスーパー

テクノロジー小銅鐸づくり」 
本館学芸員 11 人 

10月 28日(土) 
秋季展講演会「笠鉾から日本の『祭り』が

見えてくる！？」 

早瀬輝美「本館学芸

員」 
55 人 

11月 18日(土) 秋季展講演会「笠鉾から山車へ」 
西岡陽子氏（大阪芸

術大学教授） 
55 人 

12月 2日（土） 
第 6 回やつしろ連歌会（共催博物館友の

会・熊本県立図書館） 
本館学芸員ほか 42 人 

2月 18日（日） 
秋季展講演会「なぜめでたい？吉祥文様の

意味を読み解く」 

宮原江梨（本館学芸

員） 
51 人 

3月 3日（土） 
歴史特別講演会「ここまでわかる！熊本弁

の歴史―江戸時代の文献から読み解く―」 

米谷隆史氏（熊本県

立大学文学部教授） 
65 人 

3月 4日（日） 
体験講座「めでた尽くしガーランド（部屋

飾り）を作ろう！」 

宮原江梨（本館学芸

員） 
29 人 

9月～11月 

（全 6回） 
古文書講座（初級編） 

林千寿（本館学芸

員） 

延べ 

119 人 

通年（10回） 古文書講座（上級編） 
蓑田勝彦氏（八代古

文書の会） 

延べ 

  219 人 

その他 外部への講師派遣 計 19回 本館学芸員 
延べ 

971 人 

 

◆主な調査事業 

松井文庫所蔵古文書調査事業（平成 6年度～ 24年目） 

・調書の作成と修理 平成 29年 6月 19日（月）～6月 23日（金） 298通 

調査指導 元 北九州市立いのちのたび博物館歴史課長 永尾正剛 

調査協力 川口恭子（永青文庫研究センター）、熊本県立美術館、福岡市教育委員会、熊本県立図

書館、北九州市立いのちのたび博物館など 

・写真撮影（9月～3月） 298通       ・『松井文庫所蔵古文書調査報告書 19』刊行 

 

麦島勝撮影写真デジタルアーカイブ事業（ふるさと八代元気づくり応援基金活用事業） 

  写真家麦島勝氏撮影の写真作品（プリント）約 4,000点について、平成 27～29年度の 3か年でデジ

タルデータ化と資料情報の調査・整理を行い、写真データを博物館ホームページ上で公開した。 

 

◆博物館施設整備事業  くん蒸設備改修工事、空調用クーリングタワー改修工事 



◆入館状況 

 開館日数  289日 

  入館者総数 35,259人（有料入館者 14,688人/小中学生 5,905人/無料入館者 14,666人） 

 

八代市立博物館未来の森ミュージアム事業実施状況 （平成２５～２９年度） 

◆入館状況 

年度 開館日数 入館者総数 有料入館者数 小中学生数 無料入館者数 

平成 25年度 293日 27,959人 6,244人 6,230人 15,485人 

平成 26年度 292日 32,076人 10,910人 5,469人 15,697人 

平成 27年度 291日 23,317人 6,521人 4,548人 12,248人 

平成 28年度 260日 24,801人 6,119人 5,311人 18,682人 

平成 29年度 289日 35,259人 14,688人 5,905人 14,666人 

 

◆特別展覧会活動 

年度 特別展入館者 春季特別展 夏季特別展 秋季特別展 冬季特別展 

平成 25年度 11,341人 1,874人 2,684人 4,459人 2,324人 

平成 26年度 18,026人 9,319人 2,127人 4,540人 2,040人 

平成 27年度 10,563人 3,079人 2,070人 3,390人 2,024人 

平成 28年度 10,614人 中止 3,623人 4,328人 2,663人 

平成 29年度 21,450人 14,355人 2,025人 2,858人 2,212人 

 

◆講座・講演会活動 

年度 参加者総数 開催件数 述べ人数 出前講座件数 延べ人数 

平成 25年度  19回 719人   

平成 26年度 2,236人 27回 1,138人 14回 1,098人 

平成 27年度 1,739人 32回 1,080人 21回 659人 

平成 28年度 2,250人 33回 1,112人 24回 1,138人 

平成 29年度 2,149人 42回 1,178人 19回 971人 

 

◆入館者動向 

年度 個人 団体 友の会 高大生 外国人数 

平成 25年度 3,851人 1,267人 1,126人 515人 153人 

平成 26年度 8,603人 659人 1,648人 655人 149人 

平成 27年度 4,170人 1,038人 1,313人 390人 370人 

平成 28年度 4,550人 448人 1,121人 351人 153人 

平成 29年度 11,897人 658人 1,733人 400人 363人 

 


